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	テーマ
	認知療法の基礎を学ぶ　

	お勧め文
	認知療法・認知行動療法とは、人間の情緒が認知のあり方（ものの受け取り方や考え方）の影響を強く受けることに注目して、辛い気持ちになったときの認知に働きかけて心を楽にしたり、問題解決を手助けしたりする構造化された精神療法であり、うつ病や不安障害などの精神疾患はもちろんのこと、日常のストレス対処など、広い分野で使われるようになっている。わが国では、2010年4月にうつ病の認知療法が診療報酬の対象になった。今回は、診療報酬の基盤作りのためにうつ病の認知療法のマニュアルの作成と効果を検証した厚生労働省研究班に参加したメンバーが、認知療法の基本的なプロセスについて解説をする。

大野　裕　【慶應義塾大学教授　保健管理センター】

	開催曜日・
定員・受講料・
場所・時間
	水曜日／定員４５名

／受講料８，０００円／財団８階講義室／18：30～20：00

	開催日

内容

講師（敬称略）

主な著書

など


	第1回　２０１２年　１月１１日　「認知療法の概説と導入」

大野　　裕 ： 慶應義塾大学 教授（保健管理センター）　

主な著書

｢認知療法・認知行動療法治療者用マニュアルガイド｣（監修）星和書店　2010　 

認知療法・認知行動療法活用サイト｢うつ・不安ネット｣

（モバイル・ウェブとも　http://cbtjp.net/）

第２回　２０１２年　１月１８日　「症例の概念化と行動活性化」
藤澤　大介 ： 国立がん研究センター東病院　精神腫瘍科　医長
主な著書

｢認知療法・認知行動療法治療者用マニュアルガイド｣（分担執筆）星和書店　2010　 

「高齢者うつ病診療のガイドライン」（共訳）南江堂　2003

「認知療法実践ガイド：基礎から応用まで

－ｼﾞｭﾃﾞｨｽ･ﾍﾞｯｸの認知療法ﾃｷｽﾄ－」（共訳）星和書店　2004

第３回　２０１２年　１月２５日　「認知再構成法（コラム法）」

中川　敦夫 ： 独立行政法人　国立精神・神経医療研究センター臨床研究支援室 医師
（トランスレーショナルメディカルセンター）
主な著書

「うつ病の認知療法・認知行動療法マニュアルガイド｣（分担執筆）星和書店　2010　
「うつ病治療ハンドブック」（分担執筆）金剛書店　2011
第４回　２０１２年　２月　１日　「問題解決技法とアサーション」
田島　美幸 ： 慶應義塾大学医学部ストレス・マネジメント室 流動研究員
主な著書

｢認知療法・認知行動療法治療者用マニュアルガイド｣（分担執筆）星和書店　2010　
「さあ始めよう うつ病の集団認知行動療法」（分担執筆）医学映像教育センター　2008




